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当行ＳＢＩさくらんぼ支店（以下「当店」といいます。）で開設する普通預金口座は本規

定により取扱います。（当店以外の本支店で開設する普通預金口座と取扱が異なる場合

があります。） 

この規定に定めのない事項については、以下の預金規定等および別途当行が定める各取

引規定により取り扱います。 

 ＳＢＩさくらんぼ支店 取引規定 

 ＳＢＩさくらんぼ支店 カード規定 

 ＳＢＩさくらんぼ支店 定期預金規定 

 ＳＢＩさくらんぼ支店 インターネット利用規定 

 

第 1 条 預金の取引 

この預金の取引は、次の方法で行います。 

（1）パーソナルコンピューター等の端末機によるインターネットを通じた依頼

に基づく取引。 

なお、同日に数件の支払いをする場合にその総額が預金残高をこえるときは、そ

のいずれを支払うかは当行の任意とします。 

（2）当行および当行と提携している金融機関等の現金自動預入払出兼用機（現金

自動預金機、現金自動支払機を含む。以下「ATM・CD」といいます。）による取引 

（3）この預金口座の通帳は発行しません。 

 

第 2 条 取扱店の範囲 

この預金は、当店を含む当行本支店の窓口で預入れ・払戻し等を行うことはでき

ません。 

 

第 3 条 振込金の受入れ 

1. この預金口座には、為替による振込金を受入れます。 

ただし、次に該当する場合には受入れをお断りするか、翌営業日に受入する場合

があります。 

(1) ＳＢＩさくらんぼ支店取引規定 第 17 条第 2 項の各号、第 3 項の各号およ

び第 5項のいずれかに該当する場合、受入をお断りすることがあります。 

(2)預金口座の状態等により受入諾否の判断が必要なとき。なお、これにより生じ

た損害については、当行は責任を負いません。 

2. この預金口座への振込について、振込通知の発信金融機関から重複発信等の誤発

信による取消通知があった場合には、振込金の入金記帳を取消します。 

 

第 4 条 利息 

この預金の利息は、毎日の最終残高 1,000 円以上について付利単位を 100 円とし

て、毎年 2 月と 8 月の当行所定の日に、その前日までの利息を店頭に表示する毎

日の利率によって計算のうえこの預金に組入れます。ただし、利率は金融情勢に

応じて変更します。 

 

https://www.kirayaka.co.jp/netkirayaka/regulations.htm
https://www.kirayaka.co.jp/netkirayaka/regulations_card.htm
https://www.kirayaka.co.jp/netkirayaka/regulations_regular.htm
https://www.kirayaka.co.jp/netkirayaka/regulations_internet.htm
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第 5 条 解約 

1. この預金口座を解約する場合には、同時に当店とのその他全ての取引を解約する

ものとし、当行所定の払戻請求書（ご解約）兼インターネットバンキング解約申

込書等必要書類に記名して、所定の本人確認書類とともに当店へ提出してくださ

い。 

2. 次の各号の一にでも該当した場合には、当行はこの預金取引を停止し、または預

金者に通知することによりこの預金口座を解約することができるものとします。

なお、通知により解約する場合、到達のいかんにかかわらず、当行が解約の通知

を届出のあった氏名、住所にあてて発信した時に解約されたものとします。なお、

この解約によって生じた損害について、当行は一切責任を負いません 

（1）この預金口座の名義人が存在しないことが明らかになった場合または預金

口座の名義人の意思によらず開設されたことが明らかになった場合 

（2）この預金の預金者が別途定める「ＳＢＩさくらんぼ支店 取引規定」の「譲

渡・質入れ等の禁止」に違反した場合 

（3）この預金が法令や公序良俗に反する行為に利用され、またはそのおそれがあ

ると認められる場合 

（4）この預金がマネー・ローンダリング、テロ資金供与、経済制裁関係法令等に

抵触する取引に利用され、またはそのおそれがあると合理的にみとめられる場合 

3. この預金が最終の預入れまたは払戻しから 10 年間利息決算以外の入出金がない

場合には、残高にかかわらず、当行はこの預金取引を停止し、または預金者に通

知することによりこの預金口座を解約することができるものとします。また、法

令に基づく場合にも同様にできるものとします。 

4. 前 2項により、この預金口座が解約され残高がある場合、またはこの預金取引が

停止されその解除を求める場合には、当行所定の方法で当店に申出てください。

この場合、当行は相当の期間をおき、必要な書類等の提出または保証人を求める

ことがあります。 

 

第 6 条 保険事故発生時における預金者からの相殺 

1. この預金は、当行に預金保険法の定める保険事故が生じた場合には、本条各項の

定めにより相殺することができます。なお、この預金に、預金者の当行に対する

債務を担保するため、もしくは第三者の当行に対する債務で預金者が保証人とな

っているものを担保するために質権等の担保権が設定されている場合にも同様

の取扱とします。 

2. 相殺する場合の手続きについては、次によるものとします。 

（1）相殺通知は書面によるものとし、複数の借入金等の債務 がある場合には充

当の順序方法を指定のうえ、当行所定の払戻請求書に届出の印鑑により記名押印

して、当店に提出してください。ただし、この預金で担保される債務がある場合

には、当該債務または当該債務が第三者の当行に対する債務である場合には、預

金者の保証債務から相殺されるものとします。 

（2）前号の充当の指定のない場合には、当行の指定する順序方法により充当いた

します。 
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（3）第 1号による指定により、債権保全上支障が生じるおそれがある場合には、

当行は遅滞なく異議を述べ、担保・保証の状況等を考慮して、順序方法を指定す

ることができるものとします。 

3. 相殺する場合の借入金等の債務の利息、割引料、遅延損害金等の計算については、

その期間を相殺通知が当行に到達した日までとし、利率、料率は当行の定めによ

るものとします。また、借入金等を期限前弁済することにより発生する損害金等

の取扱いについては当行の定めによるものとします。 

4. 相殺する場合の外国為替相場については当行の計算実行時の相場を適用するも

のとします。 

5. 相殺する場合において借入金の期限前弁済等の手続きについて別の定めがある

ときには、その定めによるものとします。ただし、借入金の期限前弁済等につい

て当行の承諾を要する等の制限がある場合においても相殺することができるも

のとします。 

 

第 7 条 休眠預金等活用法に係る異動事由 

当行は、この預金について、以下の事由を民間公益活動を促進するための休眠預

金等に係る資金の活用に関する法律（以下「休眠預金等活用法」といいます。）に

もとづく異動事由として取り扱います。 

1. 引出し、預入れ、振込の受入れ、振込みによる払出し、口座振替その他の事由に

より預金額に異動があったこと（当行からの利子の支払に係るものを除きます。） 

2. 手形または小切手の提示その他の第三者による支払の請求があったこと（当行が

当該支払の請求を把握することができる場合に限ります。）。 

3. 預金者等から、この預金について次に掲げる情報の提供の求めがあったこと（こ

の預金が休眠預金等活用法第 3条第 1項にもとづく公告（以下、本項において「公

告」といいます。）の対象となっている場合に限ります。） 

（1）公告の対象となる預金であるかの該当性 

（2）預金者等が公告前の休眠預金等活用法にもとづく通知を受け取る住所地 

4. 預金者等からの残高の確認があったこと（当行が残高の確認を把握できる場合に

限ります。） 

5. 預金者等からの申し出にもとづく契約内容または顧客情報の変更があったこと

（当行が契約内容または顧客情報の変更を把握できる場合に限ります。） 

6. 預金者等が次に掲げる情報の全部または一部を受領したこと 

（当行が情報の受領を把握できる場合に限ります。） 

(1)当行名称およびこの預金を取扱う店舗の名称 

(2)この預金の種別 

(3)口座番号その他預金等の特定に必要な事項 

(4)この預金の名義人の氏名または名称 

(5)この預金の元本の額 

 

第 8 条 休眠預金等活用法に係る最終異動日等 

1. この預金について、休眠預金等活用法における最終異動日等とは、次に掲げる日
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のうち最も遅い日をいうものとします。 

（1）前記第 7条の異動が最後にあった日 

（2）将来における預金に係る債権の行使が期待される事由として次項で定める 

ものについては、預金に係る債権の行使が期待される日として次項において定め

る日 

（3）当行が預金者等に対して休眠預金等活用法第 3条第 2項に定める事項の通知

を発した日。ただし、当該通知が預金者に到達した場合または当該通知を発した日

から 1か月を経過した場合（1か月を経過する日または当行があらかじめ預金保険

機構に通知した日のうちいずれか遅い日までに通知が預金者の意思によらないで

返送されたときを除く。）に限ります。 

（4）この預金が休眠預金等活用法第 2条第 2項に定める預金等に該当することと

なった日 

2. 第 1項第 2号において、将来における預金に係る債権の行使が期待される事由と

は、次の各号に掲げる事由のみをいうものとし、預金に係る債権の行使が期待さ

れる日とは、当該各号に掲げる事由に応じ、当該各号に定める日とします。 

（1）預入期間、計算期間または償還期間の末日（自動継続扱いの預金にあっては、

初回満期日） 

（2）法令、法令にもとづく命令もしくは措置または契約により、この預金につい

て支払が停止された場合は、当該支払停止が解除された日 

（3）この預金について、強制執行、仮差押えまたは国税滞納処分（その例による

処分を含みます。）の対象となった場合は、当該手続が終了した日 

（4）法令または契約にもとづく振込の受入れ、口座振替その 他の入出金が予定

されていることまたは予定されていた場合（ただし、当行が入出金の予定を把握

することができるものに限ります。）は、当該入出金が行われた日または入出金が

行われないことが確定した日 

 

第 9 条 休眠預金等代替金に関する取扱い 

1. この預金について長期間お取引がない場合、休眠預金等活用法にもとづきこの預

金に係る債権は消滅し、預金者等は、預金保険機構に対する休眠預金等代替金債

権を有することになります。 

2. 前項の場合、預金者等は、当行を通じてこの預金に係る休眠預金等代替金債権の

支払を請求することができます。この場合において、当行が承諾したときは、預

金者は、当行に対して有していた預金債権を取得する方法によって、休眠預金等

代替金債権の支払を受けることができます。 

3. 預金者等は、第 1項の場合において、次に掲げる事由が生じたときは、休眠預金

等活用法第 7条第 2項による申出および支払の請求をすることについて、あらか

じめ当行に委任します。 

（1）この預金について、振込み、口座振替その他の方法により、第三者からの入

金または当行からの入金であって法令または契約に定める義務にもとづくもの

（利子の支払に係るものを除きます。）が生じたこと 

（2）この預金について、手形または小切手の提示その他の第三者による債権の支
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払の請求が生じたこと（当行が当該支払の請求を把握することができる場合に限

ります。） 

（3）この預金に係る休眠預金等代替金の支払を債権の目的とする強制執行、仮差

押えまたは国税滞納処分（その例による処分を含みます。）が行われたこと 

4. 当行は、次の各号に掲げる事由を満たす場合に限り、預金者等に代わって第 3項

による休眠預金等代替金の支払を請求することを約します。 

（1）当行がこの預金に係る休眠預金等代替金について、預金保険機構から支払等

業務の委託を受けていること 

（2）この預金について、第 3項第 2号に掲げる事由が生じた場合には、当該支払

への請求に応じることを目的として預金保険機構に対して休眠預金等代替金の

支払を請求すること 

（3）前項にもとづく取扱いを行う場合には、預金者等が当行に対して有していた

預金債権を取得する方法によって支払うこと 

 

第 10 条 通知方法 

この預金について、前記第 8条の最終異動日等から 9年以上経過した場合、お届

けいただいた住所または電子メールアドレス宛てに、ご連絡させていただきます。 

 

第 11 条 規定の変更 

1. この規定は、法令の変更、社会情勢・金融情勢の変更、その他、当行が相当の事

由があると認められる場合には、店頭表示、ホームページでの告知その他の相当

の方法で公表することにより、変更することができるものとします。 

2. 前項の変更は、公表等の際に定める適用開始日から適用されるものとします。 

 

第 12 条 未利用口座管理手数料 

1. 未利用口座管理手数料は、別途定める未利用口座が対象となります。 

2. この預金は、別途定める一定期間、預金者による所定のご利用がない場合には、

未利用口座となります。未利用口座となった預金口座はご利用できません。 

3. 当行は未利用口座から、払戻請求書等によらず、当行の定める未利用口座管理手

数料の引落しを開始することができるものとします。また、未利用口座の預金残

高が未利用口座管理手数料に満たない場合、当行は当該預金残高全額を引落し、

未利用口座管理手数料に充当のうえ、預金者に通知することなく当該未利用口座

を解約することができるものとします。 

4. 一旦引落しとなり、お支払いいただいた未利用口座管理手数料のご返却、および

解約された口座の再利用はできません。 

 

未利用口座管理手数料の取扱について 

1. 未利用口座となる口座 

最後のお預け入れまたは払戻し（該当普通預金のお利息の元本への組入れは除き

ます）または通帳記帳から２年以上、一度もお預入れまたは払戻しまたは通帳記

帳が無い普通預金口座（総合口座を含みます。）を未利用口座としてお取扱いしま
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す。 

2. 未利用口座管理手数料について 

未利用口座管理手数料は、年間 1,200 円（消費税別途）とします。ただし、事前

のご案内を差し上げる時点で、次に該当する場合は未利用口座の対象外です。

（手数料は必要ございません） 

(1)口座の残高が 1万円以上である場合。 

(2)同一支店で、他にお預かり金融資産（定期預金）が 1円以上ある場合。 

 

ご参考（未利用口座から未利用口座管理手数料をいただくまでの流れについて） 

(1) 未利用口座の対象となった口座をお持ちのお客さまへ、事前に文書等にて、

お届けのご住所にご案内を差し上げます。 

(2) ご案内にて指定する一定期間(約 3ヵ月)以内にご利用もしくはご解約のお手

続きのない未利用口座に対しては、未利用口座管理手数料の引落しをさせて

いただきます。なお、引落しは、毎年、当行所定の時期に行います。 

※送付した「ご案内」が延着または到着しなかったときでも通常到着すべき

時に到着したものとみなします。 

※未利用口座の取扱について変更がある場合は、ホームページ等でお知らせ

します。 

 

（2008 年 6 月 16 日制定） 

（2023 年 8 月 30 日改定） 

（2024 年 12 月 2 日改定） 

 


